
会場 第1会場
エミネンスホール（南館5階）

第2会場
コンコードボールルームA（本館5階）

第3会場
コンコードボールルームB（本館5階）
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2日目　4月15日（金）

特別講演2 同時通訳有
Update of Evidence-Based Medicine in 

Platelet Transfusion Practice
演者：Sherrill J. Slichter

座長：半田　誠

会長シンポジウム
（シンポジウム5）
将来の輸血医療を見据えて/

職種間の連携によるチーム医療の構築
モデレーター：室井一男・髙橋孝喜

会員総会

社員総会

CSLベーリング・シンポジウム
（シンポジウム7）

世界の血漿分画製剤治療の現況
モデレーター：髙松純樹・稲田英一
共催：CSLベーリング（株）

会員懇親会

パネルディスカッション2
外科手術におけるBlood Conservation ＆ 

Management
モデレーター：紀野修一・津野寛和

シンポジウム8
新興輸血感染症の疫学と病態

モデレーター：山口一成・浜口　功
共催：日本赤十字社

　　　共催セミナー5
輸血検査室における，リーン・シックスシグマ概念の応用
―ヒト，オーソ®オートビュー®Innovaの有効利用―

演者：Jo Ann S. Hegarty
座長：大坂顯通

共催：オーソ・クリニカル・ダイアグノスティックス（株）

シンポジウム6
輸血・細胞療法：基礎から臨床へ

（学術振興委員会企画シンポジウム）
モデレーター：冨山佳昭・山本晃士

教育講演8
周産期管理に必要な輸血検査

演者：伊藤道博　　座長：安部勝美

教育講演7
ABO不適合輸血の発生原因の解析
演者：米村雄士　　座長：池田和真

教育講演6
アジアにおける赤血球不規則抗体調査報告
演者：竹下明裕　　座長：大戸　斉

教育講演5
輸血による免疫修飾―今日的意義―
演者：前田平生　　座長：藤井寿一

パネルディスカッション1
さあ困った！ こんな時どうすればいい？

（特別企画）
モデレーター：友田　豊・岩尾憲明

共催：テルモ（株）

　　　共催セミナー6
輸血による鉄過剰症と鉄キレート療法：

現状と展望
演者：高見昭良
座長：藤井康彦

共催：ノバルティス　ファーマ（株）

ワークショップ1
輸血医療のIT化と電子カルテ

モデレーター：大坂顯通・押田真知子
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第4会場
コンコードボールルームC（本館5階）

第5会場
扇（南館4階）

ポスター会場
花CD（本館4階）

企業展示会場
花AB+ホワイエ
（本館4階）

会場
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京王プラザホテル

口演21
O-101～O-107
血液事業

座長：神前昌敏・井本しおん

口演19
O-091～O-095
造血幹細胞：臨床

座長：高梨美乃子・山崎宏人

口演17
O-081～O-085
造血幹細胞：管理

座長：甲斐俊朗・井関　徹

　　　共催セミナー7
Evaluation of CompoFlow and CompoMat 
G5 in a Large Blood Transfusion Service

演者：Markus M. Mueller
座長：中島一格

共催：フレゼニウスカービジャパン（株）

口演15
O-071～O-075
臨床：外科系

座長：松崎浩史・田崎哲典

口演13
O-061～O-065

管理業務-3：緊急・大量輸血
座長：入田和男・大塚節子

口演22
O-108～O-112

副作用：非溶血性：調査
座長：中田浩一・藤田　浩

口演20
O-096～O-100

赤血球型-2：Rh遺伝子
座長：梶井英治・高橋順子

口演18
O-086～O-090
適正使用-2

座長：上條亜紀・立花直樹

　　　共催セミナー8
Prevention of Alloimmune Platelet（Plt）

Refractoriness in a Dog Model Requires Both 
Removal and Inactivation of Contaminating Donor 

White Blood Cells（WBCs）
演者：Sherrill J. Slichter

座長：高本　滋
共催：カリディアンBCT（株）

口演16
O-076～O-080
輸血製剤

座長：東　　寛・谷　慶彦

口演14
O-066～O-070
検査：白血球・血小板
座長：永尾暢夫・南　陸彦

ポスター発表

ポスター掲示

企業展示

15：40～16：50

14：40～15：40

13：40～14：40

12：10～13：10

10：00～11：00

9：00～10：00

15：40～16：40

14：40～15：40

13：40～14：40

12：10～13：10

10：00～11：00

9：00～10：00

16：40～17：40

9：00～16：40 9：00～18：00

ポスター5（A2，B2)
P-035～P-043

適正使用-2：アルブミン
座長：大石晃嗣・清水直美　
ポスター6（C2，D2)
P-044～P-053
造血幹細胞

座長：幸道秀樹・今井陽俊　
ポスター7（E2，F2)
P-054～P-062

検査-2
座長：上村知恵・国分寺晃　
ポスター8（G2，H2)
P-063～P-072

副作用
座長：玉井佳子・宇留間元昭




